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　７月１日(土曜日)、全国でも珍しい江戸時代中期から行われている虫送り神事「サバー送り」が東深
川の飯山八幡宮で行われました。
　サバー送りは、「サバーサマ」、「サネモリサマ」と呼ばれる2体のわら人形を飯山八幡宮から下関市ま
で送り継ぎます。「サバーサマ」は、稲の害虫ウンカが神格化したもので、「サネモリサマ」は源平合戦で
討ち死にした斎藤実盛を指すといわれています。住民がリレー方式で地域外に送り出していくことで、
稲の害虫を追い払うもので、県の無形民俗文化財に登録されています。

虫送りの伝統神事「サバー送り」

このステッカーが
目印です。

チエブクロー

〒759－4101　長門市東深川924－4
TEL 0837－22－5639　FAX 0837－22－6547　HP https://webc.sjc.ne.jp/nagato/

公　　益
社団法人長門市シルバー人材センター

　この半年間を振り返ってみれば、世の中を明るくさせる話
題が少なく、将来の希望の灯が、ややもすれば薄らぐ感じを持
たれる方もおられるかもしれません。それはシルバー人材セン
ターにおいても関係のないこととは思われません。
　そこで私の考えではありますが、会員の皆様一人一人がセ
ンターの活動に積極的に参加し、まず自分がそれを楽しむ。
それが他の会員さんにも良い影響を及ぼし、結果として、さら
にそれを目にした方々が新たにセンターの会員になっていただ
けるのではと思います。
　まだまだ厳しい暑さは続きますが、今後のシルバー事業の
活性化を目指し、これからも健康には十分留意しながら『安全
第一』で頑張りましょう。

委 員 長　宗重　宏和
副委員長　濱谷　信明
委　　員　木下　和江
　　〃　　　熊野　和正

委　　員　小林　宏徳
　　〃　　　中谷美智子
　　〃　　　山根　充則

シルバーフレンドリー
ショップ とは
　ご協力いただいている事業所や店舗等を当センターおよび県
内センターの会員が利用する際に、シルバー人材センターの会員
証を提示することにより、店ごとの様々な特典を受
けられるという制度です。
　現在（令和５年６月末）、１６店舗からご登録をい
ただいており、協力店には目印のステッカーが貼っ
てあります。皆様ぜひご利用ください。
　なお、フレンドリーショップは当センターホーム
ページにも掲載されていますので、ぜひそちらで
もご確認ください。

★シルバーフレンドリーショップご協力店一覧★
（令和５年６月末現在、登録順）

●海鮮村　北長門　☎0837-43-2600
　長門市三隅下638-1
　【会員特典】店内商品　５％引き

●リストランテ　アンジェラ　☎0837-26-2332
　長門市仙崎10818-1　ルネッサながと内
　【会員特典】お食事代　５％引き　（テイクアウトは除きます）

●味勝手 ありさわ　☎0837-32-2707
　長門市油谷新別名959-1
　【会員特典】お食事料金100円引き

●ケーキ工房 ハナロマン　☎0837-32-2009
　長門市油谷伊上４４１８-1
　【会員特典】1,000円以上お買い上げで、５％引き

●トリーネふかわ　☎0837-22-2123
　長門市東深川７０７-1
　【会員特典】ポイントカードのポイント2倍！（他の特典との併用は不可）

●餅工房 はんなりの里　☎0837-37-2310
   長門市日置109番地
　【会員特典】1,000円お買い上げ毎に、100円引き
　　　　　　3,000円以上は一律300円のお買物券を進呈

●湯本観光ホテル 西京　☎0837-25-3111
　長門市深川湯本１０５１番地
　【会員特典】入浴料金　
　　　　　　通常1,200円を800円に！（貸しタオル付）
　　　　　　（ただし、GW、お盆、年末年始は除きます）

●油谷湾温泉 ホテル楊貴館　☎0837-32-1234
   長門市油谷伊上１０１３０番地
　【会員特典】入浴料金
　　　　　　通常1,050円を700円に！（平日限定）

●俵山温泉 白猿の湯　☎0837-29-0036
   長門市俵山５１７２番地
　【会員特典】入浴料金
　　　　　　通常８50円を7５0円に！（通年）

●ドッグサロン PEARL（パール）　☎090-5696-2478
   長門市西深川1119-1
　【会員特典】・トリミング後のワンポイントアクセサリーをサービス
　　　　　　・フード、ドッグ用品を１０％引き

●和食処 㐂楽　☎0837-26-1235
   長門市仙崎4137-3
　【会員特典】ソフトドリンク１杯サービス（会員証提示 ご本人様のみ）

●居酒屋 亀 亀　☎0837-22-2208
   長門市東深川943-6
　【会員特典】・食後のコーヒーをサービス
　　　　　　・ポイント２倍（昼定食時のみ）

●お食事処 よし松　☎0837-22-0019
　長門市東深川991-11
　【会員特典】・お食事2,000円以上で、ソフトドリンク1杯サービス 

●養老乃瀧 長門店　☎0837-22-6263
　長門市東深川893-7（駅前区）　
　【会員特典】・お食事2,000円以上で、飲み物1杯サービス
　　　　　　(生ビール、ハイボール、焼酎、ソフトドリンク)　 

●女性専用 整体サロンさかた　☎090-7595-5046
　長門市東深川142-4（田屋区）
　【会員特典】・全施術　５％割引
　 
●お好み焼き 鉄板焼き さつき　☎0837-22-1416
　長門市東深川９９６－１６
　【会員特典】・１グループの飲食代から10％引き

はくえん　　ゆ

きらく

編集後記

（※後日別途配布）

会報編集（総務委員会）

編集・発行
公益社団法人 長門市シルバー人材センター Be a Friend

令和５年７月１日
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令
和
五
年
度

定
時　総

会

　
五
月
三
十一日（
水
）午
後一時
三
十
分

か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、令
和
五
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、光
田
理
事
が
開
会
の
宣
言
を

し
た
後
、木
下
理
事
長
が
挨
拶
し
、そ
の

後
会
員
表
彰
、議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、は
じ
め
に
日
置
地
区
の
三

好
孝
男
氏
を
議
長
に
選
出
し
、事
務
局
か

ら
定
足
数
の
報
告
が
行
わ
れ
た
の
ち
、議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
は
、第一号
議
案
の
令
和
四

年
度
事
業
報
告
の
承
認
を
含
め
、提
出
五

議
案
に
つ
い
て
順
次
提
案
理
由
の
説
明
及

び
質
疑
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
お
よ
び
報
告
が
終
了
し
、横
田
理
事

に
よ
る
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
定
時
総

会
を
終
え
ま
し
た
。

 

第
一
号
議
案

 「
令
和
四
年
度
事
業
報
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　承
認
に
つ
い
て
」

 

第
二
号
議
案

 「
令
和
四
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

　
　
　
　
　
　
　監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　
我
が
国
で
は『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』の
考
え

が一段
と
強
ま
り
、日
常
を
取
り
戻
す
動
き

が
加
速
を
続
け
る一方
で
、少
子
高
齢
化
の

伸
展
に
よ
る
人
口
減
少
過
程
の
影
響
に
よ

る
労
働
人
口
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
消
す
る
中
心

的
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業（
以
下
シ
ル
バ
ー
事
業
）の
拡
充
、特

に
会
員
の
拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、事

業
実
績
は
、請
負・委
任・派
遣
の
総
受
注

額
が
対
前
年
度
比
〇･

二
％
の
減
と
な
っ

た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、収
支
決
算
報
告
並
び
に
山
根

雅
尚
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、両
議
案
は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

 

第
三
号
議
案

 「
役
員
の
選
任
の
承
認
に
つ
い
て
」

　
任
期
満
了
に
伴
い
、木
下
紀一郎
氏
を
は

じ
め
と
す
る
理
事
候
補
者
十一名
、監
事

候
補
者
二
名
が
推
薦
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
賛

成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

総
会
終
了
後
に
別
室
に
て
理
事
会
を
開

催
し
、木
下
紀一郎
氏
が
理
事
長（
代
表
理

事
）に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
四
号
議
案

 「
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る

　
　
　
　規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て
」

　
総
会
決
議
事
項
で
あ
る
役
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
程
の一部
変
更
に
つ
い
て
提
案
が

さ
れ
、原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
五
号
議
案

 「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て
」

　
総
会
終
了
後
、山
口
県
知
事
に
提
出
す

る
事
業
報
告
等
の
書
類
に
つ
い
て
、会
員
の

権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な
字
句
の
修

正
、違
算
や
誤
字
の
修
正
並
び
に
行
政
庁

か
ら
の
修
正
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、

そ
の
修
正
を
理
事
長
に一任
い
た
だ
き
た

く
総
会
の
承
認
を
お
願
い
す
る
。と
い
う

事
務
局
か
ら
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

 

報
告
第
一
号

 「
令
和
五
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

 

報
告
第
二
号

 「
令
和
五
年
度
収
支
予
算
及
び

　
　資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　見
込
み
に
つ
い
て
」

　
我
が
国
で
は
社
会
経
済
活
動
や
日
常

生
活
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
前
へ
と
戻
す
動
き

が
強
ま
る
中
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
人
口
の
減
少
が
進
み
、そ
の
対
策
と
し

て
Ｉ
Ｔ
技
術
の
利
活
用
が
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。ま
た
そ
れ
と
同
時
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
も
さ
ら
に
高
ま
る

中
、『
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
』へ
の
対
応
等
、セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

す
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
会
員
拡
大
等
、組
織
の

基
盤
強
化
へ
の
取
組
み
や
、福
祉
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
事
業『
よ
り
そ
い
』の
拡
充
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
積
極

的
に
取
組
み
、今
後
も
地
域
社
会
の
期
待

に
応
え
て
い
く
た
め
、関
係
諸
機
関
の
ご

指
導
、ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、安
定
的

な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
続
い
て
、令
和
五
年
度
収
支
予
算
及
び

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ
り
、

両
報
告
を
終
わ
り
ま
し
た
。

 

報
告
第
三
号

 「
会
員
就
業
規
約
の一部
改
正
に
つ
い
て
」

　
長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

就
業
規
約
内
、第
十
条
第一項
及
び
第
二

項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
事
故
発

生
時
に
お
け
る『
会
員
の
自
己
負
担
額
』の

改
定
に
つ
い
て
説
明
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
度
公
益
社
団
法
人
　
長
門

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の

開
催
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、会
員
の
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
の

よ
う
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

か
ら
三
年
余
り
が
た
ち
ま
し
た
が
、政
府

は
今
月
八
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
分
類
を

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ「
５

類
感
染
症
」に
引
き
下
げ
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、療
養
や
感
染
対
策
を
個
人
の
判
断

に
委
ね
る「
新
た
な
日
常
」が
始
ま
り
ま
し

た
が
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
の

人
た
ち
を
い
か
に
コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
か
は
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

　
ま
た
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
三

年
前
に
宣
言
し
た「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ

る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」の
終
了
を

今
月
発
表
し
ま
し
た
が
、こ
れ
で
新
型
コ
ロ

ナ
が
世
界
的
な
脅
威
で
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、当
面
は
流
行
を
繰
り
返
し
、予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は
、感
染

リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を
避
け
て
、基
本
的

な
予
防
策
を
日
常
生
活
の
中
に
定
着
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
は
、か
つ
て
な
い
速
さ
と
規
模

で
人
道
危
機
を
深
め
て
い
ま
す
。国
際
社

会
は
停
戦
の
実
現
を
急
い
で
い
ま
す
が
、

危
機
は
世
界
各
地
に
広
が
り
、日
本
で
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
禍
と
円
安
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
品
等
の
物
価
が
大
き
く
上

昇
す
る
な
ど
、国
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、そ
の
影
響
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
及
び
始
め
て
い
ま

す
。

　
そ
の
う
え
、本
年
十
月
か
ら「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
す
と
、さ
ら
に
大

き
な
打
撃
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、企
業
な
ど
の

人
手
不
足
を
背
景
に
、原
則
概
ね
六
十
歳

以
上
の
高
齢
者
に
就
労
の
場
を
提
供
す
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」の
需
要
が
高

ま
って
い
ま
す
が
、企
業
等
で
六
十
五
歳
ま

で
の
定
年
引
上
げ
や
再
雇
用
の
動
き
が
広

が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、シ
ル
バ
ー
側
も「
人

手
不
足
」の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、当
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、本
年
三
月
末
現
在
の

会
員
数
は
、前
年
同
期
に
比
べ
残
念
な
が

ら
、八
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、全
国
的

に
見
て
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、そ
の
た
め

会
員
確
保
に
工
夫
を
こ
ら
す
セ
ン
タ
ー
が

数
多
く
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、国
及
び

関
係
機
関
か
ら
の
ご
支
援
、特
に
長
門
市

に
お
い
て
は
、補
助
金
の
支
援
や
公
共
事

業
等
発
注
の
維
持
に
特
段
の
ご
配
慮
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
の
事
業
実
績
の
概
要
に
つ

き
ま
し
て
は
、公
共
を
は
じ
め
、企
業
や
団

体
及
び
市
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
受
注
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
が
、

前
年
度
に
比
べ
て
派
遣
契
約
金
額
は
〇・

三
％
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、請
負
契
約
金

額
が
〇・二
％
の
減
と
な
っ
た
た
め
、請
負・

派
遣
を
合
わ
せ
た
総
契
約
金
額
は
、わ
ず

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、〇・二
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　
会
員
数
、総
契
約
金
額
と
も
減
少
す
る

と
い
う
厳
し
い
結
果
を
十
分
反
省
し
、今

後
も
会
員・役
職
員
が一丸
と
な
っ
て「
会

員
の
拡
大
」と「
就
業
機
会
の
拡
大
」に
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

根
幹
を
な
す
安
全
就
業
の
取
り
組
み
で
は
、

例
年
ど
お
り
安
全
委
員
に
よ
る
全
地
区
を

対
象
と
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

職
群
班
長
に
よ
る
安
全
就
業
の
指
導・点

検
等
、事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
た

が
、残
念
な
が
ら
傷
害
事
故
が
二
件
、賠

償
事
故
が
三
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
自
ら
の
安
全
に
つ
い
て
は
、人
か
ら
言
わ

れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、一人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
で
考
え
、そ
れ
を
日
常
の
仕

事
の
中
で
具
体
的
な
形
で
実
行
に
移
す
こ

と
が
、事
故
防
止
に
と
って
何
よ
り
も
大
切

で
す
。

　
ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は
、健
康
維
持

に
は
十
分
気
を
付
け
て
、そ
の
豊
か
な
経

験
と
知
識
・
技
能
を
活
か
し
、長
門
市
が

進
め
る「
ひ
と
が
輝
き
、や
さ
し
さ
が
こ
だ

ま
す
る
ま
ち
長
門
」づ
く
り
に
ぜ
ひ
貢
献

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、シ
ル
バ
ー
事
業

発
展
の
た
め
に一層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、長
門
市
を
は
じ
め
、関

係
機
関
、関
係
事
業
所
等
の
限
り
な
い
ご

発
展
と
市
民
の
皆
様
、会
員
並
び
に
ご
家

族
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

理 事 長
木下　紀一郎

理
事
長
あ
い
さ
つ
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令
和
五
年
度

定
時　総

会

　
五
月
三
十一日（
水
）午
後一時
三
十
分

か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、令
和
五
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、光
田
理
事
が
開
会
の
宣
言
を

し
た
後
、木
下
理
事
長
が
挨
拶
し
、そ
の

後
会
員
表
彰
、議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、は
じ
め
に
日
置
地
区
の
三

好
孝
男
氏
を
議
長
に
選
出
し
、事
務
局
か

ら
定
足
数
の
報
告
が
行
わ
れ
た
の
ち
、議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
は
、第一号
議
案
の
令
和
四

年
度
事
業
報
告
の
承
認
を
含
め
、提
出
五

議
案
に
つ
い
て
順
次
提
案
理
由
の
説
明
及

び
質
疑
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
お
よ
び
報
告
が
終
了
し
、横
田
理
事

に
よ
る
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
定
時
総

会
を
終
え
ま
し
た
。

 

第
一
号
議
案

 「
令
和
四
年
度
事
業
報
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　承
認
に
つ
い
て
」

 

第
二
号
議
案

 「
令
和
四
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

　
　
　
　
　
　
　監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　
我
が
国
で
は『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』の
考
え

が一段
と
強
ま
り
、日
常
を
取
り
戻
す
動
き

が
加
速
を
続
け
る一方
で
、少
子
高
齢
化
の

伸
展
に
よ
る
人
口
減
少
過
程
の
影
響
に
よ

る
労
働
人
口
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
消
す
る
中
心

的
役
割
を
担
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業（
以
下
シ
ル
バ
ー
事
業
）の
拡
充
、特

に
会
員
の
拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、事

業
実
績
は
、請
負・委
任・派
遣
の
総
受
注

額
が
対
前
年
度
比
〇･

二
％
の
減
と
な
っ

た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、収
支
決
算
報
告
並
び
に
山
根

雅
尚
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、両
議
案
は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

 

第
三
号
議
案

 「
役
員
の
選
任
の
承
認
に
つ
い
て
」

　
任
期
満
了
に
伴
い
、木
下
紀一郎
氏
を
は

じ
め
と
す
る
理
事
候
補
者
十一名
、監
事

候
補
者
二
名
が
推
薦
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
賛

成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

総
会
終
了
後
に
別
室
に
て
理
事
会
を
開

催
し
、木
下
紀一郎
氏
が
理
事
長（
代
表
理

事
）に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
四
号
議
案

 「
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る

　
　
　
　規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て
」

　
総
会
決
議
事
項
で
あ
る
役
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
程
の一部
変
更
に
つ
い
て
提
案
が

さ
れ
、原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
五
号
議
案

 「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て
」

　
総
会
終
了
後
、山
口
県
知
事
に
提
出
す

る
事
業
報
告
等
の
書
類
に
つ
い
て
、会
員
の

権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な
字
句
の
修

正
、違
算
や
誤
字
の
修
正
並
び
に
行
政
庁

か
ら
の
修
正
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、

そ
の
修
正
を
理
事
長
に一任
い
た
だ
き
た

く
総
会
の
承
認
を
お
願
い
す
る
。と
い
う

事
務
局
か
ら
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

 

報
告
第
一
号

 「
令
和
五
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

 

報
告
第
二
号

 「
令
和
五
年
度
収
支
予
算
及
び

　
　資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　見
込
み
に
つ
い
て
」

　
我
が
国
で
は
社
会
経
済
活
動
や
日
常

生
活
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
前
へ
と
戻
す
動
き

が
強
ま
る
中
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
人
口
の
減
少
が
進
み
、そ
の
対
策
と
し

て
Ｉ
Ｔ
技
術
の
利
活
用
が
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。ま
た
そ
れ
と
同
時
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
も
さ
ら
に
高
ま
る

中
、『
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
』へ
の
対
応
等
、セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

す
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
会
員
拡
大
等
、組
織
の

基
盤
強
化
へ
の
取
組
み
や
、福
祉
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
事
業『
よ
り
そ
い
』の
拡
充
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
積
極

的
に
取
組
み
、今
後
も
地
域
社
会
の
期
待

に
応
え
て
い
く
た
め
、関
係
諸
機
関
の
ご

指
導
、ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、安
定
的

な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
続
い
て
、令
和
五
年
度
収
支
予
算
及
び

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ
り
、

両
報
告
を
終
わ
り
ま
し
た
。

 

報
告
第
三
号

 「
会
員
就
業
規
約
の一部
改
正
に
つ
い
て
」

　
長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

就
業
規
約
内
、第
十
条
第一項
及
び
第
二

項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
事
故
発

生
時
に
お
け
る『
会
員
の
自
己
負
担
額
』の

改
定
に
つ
い
て
説
明
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
度
公
益
社
団
法
人
　
長
門

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の

開
催
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、会
員
の
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
の

よ
う
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

か
ら
三
年
余
り
が
た
ち
ま
し
た
が
、政
府

は
今
月
八
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
分
類
を

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ「
５

類
感
染
症
」に
引
き
下
げ
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、療
養
や
感
染
対
策
を
個
人
の
判
断

に
委
ね
る「
新
た
な
日
常
」が
始
ま
り
ま
し

た
が
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
の

人
た
ち
を
い
か
に
コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
か
は
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

　
ま
た
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
三

年
前
に
宣
言
し
た「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ

る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」の
終
了
を

今
月
発
表
し
ま
し
た
が
、こ
れ
で
新
型
コ
ロ

ナ
が
世
界
的
な
脅
威
で
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、当
面
は
流
行
を
繰
り
返
し
、予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は
、感
染

リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を
避
け
て
、基
本
的

な
予
防
策
を
日
常
生
活
の
中
に
定
着
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
は
、か
つ
て
な
い
速
さ
と
規
模

で
人
道
危
機
を
深
め
て
い
ま
す
。国
際
社

会
は
停
戦
の
実
現
を
急
い
で
い
ま
す
が
、

危
機
は
世
界
各
地
に
広
が
り
、日
本
で
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
禍
と
円
安
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
品
等
の
物
価
が
大
き
く
上

昇
す
る
な
ど
、国
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、そ
の
影
響
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
及
び
始
め
て
い
ま

す
。

　
そ
の
う
え
、本
年
十
月
か
ら「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
す
と
、さ
ら
に
大

き
な
打
撃
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、企
業
な
ど
の

人
手
不
足
を
背
景
に
、原
則
概
ね
六
十
歳

以
上
の
高
齢
者
に
就
労
の
場
を
提
供
す
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」の
需
要
が
高

ま
って
い
ま
す
が
、企
業
等
で
六
十
五
歳
ま

で
の
定
年
引
上
げ
や
再
雇
用
の
動
き
が
広

が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、シ
ル
バ
ー
側
も「
人

手
不
足
」の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、当
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、本
年
三
月
末
現
在
の

会
員
数
は
、前
年
同
期
に
比
べ
残
念
な
が

ら
、八
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、全
国
的

に
見
て
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、そ
の
た
め

会
員
確
保
に
工
夫
を
こ
ら
す
セ
ン
タ
ー
が

数
多
く
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、国
及
び

関
係
機
関
か
ら
の
ご
支
援
、特
に
長
門
市

に
お
い
て
は
、補
助
金
の
支
援
や
公
共
事

業
等
発
注
の
維
持
に
特
段
の
ご
配
慮
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
の
事
業
実
績
の
概
要
に
つ

き
ま
し
て
は
、公
共
を
は
じ
め
、企
業
や
団

体
及
び
市
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
受
注
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
が
、

前
年
度
に
比
べ
て
派
遣
契
約
金
額
は
〇・

三
％
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、請
負
契
約
金

額
が
〇・二
％
の
減
と
な
っ
た
た
め
、請
負・

派
遣
を
合
わ
せ
た
総
契
約
金
額
は
、わ
ず

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、〇・二
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　
会
員
数
、総
契
約
金
額
と
も
減
少
す
る

と
い
う
厳
し
い
結
果
を
十
分
反
省
し
、今

後
も
会
員・役
職
員
が一丸
と
な
っ
て「
会

員
の
拡
大
」と「
就
業
機
会
の
拡
大
」に
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

根
幹
を
な
す
安
全
就
業
の
取
り
組
み
で
は
、

例
年
ど
お
り
安
全
委
員
に
よ
る
全
地
区
を

対
象
と
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

職
群
班
長
に
よ
る
安
全
就
業
の
指
導・点

検
等
、事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
た

が
、残
念
な
が
ら
傷
害
事
故
が
二
件
、賠

償
事
故
が
三
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
自
ら
の
安
全
に
つ
い
て
は
、人
か
ら
言
わ

れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、一人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
で
考
え
、そ
れ
を
日
常
の
仕
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移
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。
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付
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献
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。
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よ
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理 事 長
木下　紀一郎

理
事
長
あ
い
さ
つ



ー 4ーー 5ー

事業実績状況　（令和5年3月31日現在）
●会員数

●業種別実績
（単位：千円）

●労働者派遣事業実績
公 共 事 業 83,066

一般企業等 41,430

個 人・家 庭 50,872

独 自 事 業 100

計 175,468

件　　　数（件） 18

契約金額（千円） 18,615

就業延人員（人） 2,992

～山口県シルバー人材センター連合会　会長表彰～～山口県シルバー人材センター連合会　会長表彰～

年齢別会員数

男 性

女 性

計

60歳未満

0

1

1

60－64歳

8

10

18

65－69歳

60

45

105

70－74歳

94

44

138

75－79歳

76

28

104

80歳以上

41

14

55

合計

279

142

421

（単位：人）

　令
和
五
年
六
月
二
十
日（
火
）、山
口
市
の
県

土
連
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会（
以
下「
県
シ
連
」）定
時
総
会

に
お
い
て
、会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
県
内
の
優
良

セ
ン
タ
ー
並
び
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
役
員
等
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　今
回
は
県
内
セ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
合
計
十
二

名
の
役
職
員
の
方
々
が
選
出
さ
れ
、当
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、『
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
』と
し
て
杉

村
京
子
監
事
、『
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献
職
員
』と

し
て
藤
井
純
子
総
務
係
長
が
受
賞
し
、県
シ
連

大
田
良
充
会
長
か
ら
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　五
月
三
十一日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
令
和
五
年
度

定
時
総
会
に
あ
わ
せ
て
、長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
令
和
五
年
度
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
表
彰
で
は
、会
員
表
彰
に
お
い
て
、在
籍
二

十
年
表
彰
者
四
名
、在
籍
十
年
表
彰
者
十
一
名
、及

び
職
員
表
彰
と
し
て一
名
の
、合
計
十
六
名
が
受
賞

し
、代
表
し
て
三
隅
地
区
の
満
田
幸
雄
氏
と
職
員
表

彰
者
で
あ
る
末
永
寛
子
氏
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、表

彰
状
及
び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
の
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
費
率
が
変
わ
り
ま
す（
令
和
五
年
十
月
一
日
〜
）

ご
存
じ
で
す
か
？
　配
分
金
の
こ
と

配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
!!

　
昨
年
度
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、

作
業
後
の
請
求
に
お
い
て
発
注
者
の
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
事
務
費
に
つ
き
ま
し

て
、令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
、下
記
の
と
お
り

事
務
費
率
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、作
業
前

の
見
積
も
り
を
す
る
際
等
に
は
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、何
卒
ご

理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
仕
事
を
し
た
際
の
お
客
様
へ
の
請
求
は
内
税
方
式
で
行
っ
て
お

り
、そ
の
請
求
の
内
訳
は
、「
会
員
さ
ん
の
就
業
に
対
す
る
配
分
金
」や「
配
分
金
に
対
す

る
定
め
ら
れ
た
事
務
費
及
び
作
業
に
対
し
て
か
か
っ
た
材
料
費
」「
交
通
費
」と
な
っ
て

お
り
、そ
れ
ら
は
す
べ
て
内
税
と
し
て
消
費
税
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
個
人
事
業
主
』と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
会
員
の
皆
様

が
セ
ン
タ
ー
で
お
仕
事
を
さ
れ
た
場
合
に
、毎
月
セ
ン
タ
ー
か
ら

皆
様
へ
お
支
払
い
す
る「
配
分
金
」や「
材
料
費
」等
に
つ
き
ま
し
て

も
、す
べ
て
消
費
税
が
含
ま
れ
た
金
額
と
し
て
お
支
払
い
し
て
い

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改定後
（令和５年10月１日から）

現　行
（令和５年９月30日まで）

配分金に対して

14％
配分金に対して

12％
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　五
月
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て一年
に
な
り
ま
す
。初
め
は
自
分
に

で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、先
輩
の
方
々
に

道
具
の
使
い
方
や
作
業
の
方
法
等
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
、主
に
屋
外
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。最
初
は
慣
れ
る
ま
で
大
変
で

し
た
が
、現
在
は
楽
し
く
先
輩
の
方
々
と

会
話
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
健
康
維
持
の
た
め
、空
い

た
時
間
に
無
理
を
せ
ず
に
働
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　私
は
、昨
年
六
十
歳
に
な
って
す
ぐ
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　し
ば
ら
く
し
て
、『
し
め
飾
り
』の
製
作

の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
、不
器
用
な

私
に
は
不
安
で
し
た
が
、何
と
か
他
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。自
分
の
作
っ
た
も
の
を
飾
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
も
の
で

す
ね（
笑
）

　こ
れ
か
ら
も
、少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　私
は
、四
十
三
年
間
の
刑
務
官
生
活
に

別
れ
を
告
げ
、二
年
前
に
滋
賀
県
か
ら
長

門
市
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
れ
に
は

次
の
三
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、『
冬
、雪
か
き
を
し
な
い
で
済
む

こ
と
』こ
の
雪
か
き
は
皆
さ
ん
が
想
像
さ

れ
る
以
上
に
重
労
働
で
す
。

　第
二
に
、『
天
災
地
変
が
少
な
い
こ
と
』

　山
口
県
は
地
震
、台
風
、雪
害
等
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、四
季
を
通
じ
て
居
心
地
が

大
変
良
い
と
思
い
ま
す
。

　第
三
は
、『
釣
り
が
い
つ
で
も
好
き
な
時

に
で
き
る
こ
と
』

　こ
れ
が
最
大
の
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　皆
様
、末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　入
会
し
て
二
か
月
近
く
経
ち
ま
し
た
。

動
機
は
仕
事
を
退
職
し
、健
康
維
持
の
た

め
に
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

　現
在
は
、施
設
管
理
の
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。今
の
と
こ
ろ
自
分
で
は
何
事
も

問
題
な
く
こ
な
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　職
員
さ
ん
を
は
じ
め
、皆
さ
ん
か
ら
研

修
会
や
仕
事
の
件
な
ど
親
切
丁
寧
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
、と
て
も
働
き
や
す
い
と

こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　七
十
歳
を
過
ぎ
、の
ん
び
り
と
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、友
人
か
ら
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
て
現
在
、施

設
管
理
や
草
刈
り
の
集
積
作
業
を
し
て
い

ま
す
。初
め
て
の
仕
事
で
体
力
が
続
く
か

不
安
で
し
た
が
、先
輩
方
々
の
親
切
な
指

導
や
思
い
や
り
で
、仕
事
の
楽
し
さ
や
色
々

な
話
題・情
報
等
知
る
こ
と
が
で
き
、五
歳

く
ら
い
若
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　私
は
現
在
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
仕
事
と
は
別
に
、『
金
子
み
す
ゞ
記
念

館
』で
週
三
日
程
度
働
い
て
い
ま
す
。少
し

で
も
多
く
の
方
に
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　他
に
も
私
が
お
役
に
立
て
る
事
が
あ
る

か
な
ぁ
と
思
い
昨
年
秋
に
入
会
し
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
や
って
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　仕
事
、テ
ニ
ス
、水
泳
、習
字
等
、や
り
た

い
こ
と
が
少
し
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
健
康
に
も
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま

す
。　皆

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　入
会
し
て
初
仕
事
の
草
取
り
作
業
に
行

き
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
慣
れ
た
動
作
で
テ

キ
パ
キ
と
作
業
さ
れ
る
様
子
を
見
な
が
ら
、

私
の
母
に
近
い
年
齢
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
知
り
び
っ
く
り
。き
っ
と
外
の
空
気

に
触
れ
、時
に
は
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

楽
し
く
お
仕
事
を
す
る
こ
と
が
元
気
の
源

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　一つ
気
に
な
る
の
が
ト
イ
レ
の
こ
と
で
す
。

私
は
よ
く
水
分
を
摂
る
方
な
の
で
草
取
り

な
ど
屋
外
作
業
の
日
に
は
気
を
付
け
て
お

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

長
門
地
区

　
　
　岡
崎
　美
枝
子

「
会
員
一
年
目
」

長
門
地
区

　
　
　塩
川
　早
苗

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　入
会
し
て
」

長
門
地
区

　
　
　藤
田
　芳
子

「
健
幸
で
い
た
い
」

日
置
地
区

　
　
　福
永
　慈
水

「
体
を
動
か
す
喜
び
」

長
門
地
区

　
　
　塩
川
　正
博

「
長
門
市
に
移
住
し
た

　
　
　
　
　理
由
に
つ
い
て
」

日
置
地
区

　
　
　村
田
　典
子

「
初
仕
事
」

長
門
地
区

　
　
　濱
野
　
　到

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　毎年７月はシルバー人材センターの全国安全・適正就業強化月間です。「安全が全てに
優先する」を合言葉として、事故防止及び適正就業の徹底をさらに心がけ、就業途上中の
交通事故や熱中症なども含め、事故の撲滅に取り組みましょう。

全国統一スローガン

　「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」
全国統一スローガン

　「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」

全国安全・適正就業強化月間　（７月１日～７月３１日）全国安全・適正就業強化月間　（７月１日～７月３１日）
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　五
月
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て一年
に
な
り
ま
す
。初
め
は
自
分
に

で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、先
輩
の
方
々
に

道
具
の
使
い
方
や
作
業
の
方
法
等
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
、主
に
屋
外
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。最
初
は
慣
れ
る
ま
で
大
変
で

し
た
が
、現
在
は
楽
し
く
先
輩
の
方
々
と

会
話
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
健
康
維
持
の
た
め
、空
い

た
時
間
に
無
理
を
せ
ず
に
働
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　私
は
、昨
年
六
十
歳
に
な
って
す
ぐ
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　し
ば
ら
く
し
て
、『
し
め
飾
り
』の
製
作

の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
、不
器
用
な

私
に
は
不
安
で
し
た
が
、何
と
か
他
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。自
分
の
作
っ
た
も
の
を
飾
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
も
の
で

す
ね（
笑
）

　こ
れ
か
ら
も
、少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　私
は
、四
十
三
年
間
の
刑
務
官
生
活
に

別
れ
を
告
げ
、二
年
前
に
滋
賀
県
か
ら
長

門
市
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
れ
に
は

次
の
三
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、『
冬
、雪
か
き
を
し
な
い
で
済
む

こ
と
』こ
の
雪
か
き
は
皆
さ
ん
が
想
像
さ

れ
る
以
上
に
重
労
働
で
す
。

　第
二
に
、『
天
災
地
変
が
少
な
い
こ
と
』

　山
口
県
は
地
震
、台
風
、雪
害
等
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、四
季
を
通
じ
て
居
心
地
が

大
変
良
い
と
思
い
ま
す
。

　第
三
は
、『
釣
り
が
い
つ
で
も
好
き
な
時

に
で
き
る
こ
と
』

　こ
れ
が
最
大
の
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　皆
様
、末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　入
会
し
て
二
か
月
近
く
経
ち
ま
し
た
。

動
機
は
仕
事
を
退
職
し
、健
康
維
持
の
た

め
に
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

　現
在
は
、施
設
管
理
の
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。今
の
と
こ
ろ
自
分
で
は
何
事
も

問
題
な
く
こ
な
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　職
員
さ
ん
を
は
じ
め
、皆
さ
ん
か
ら
研

修
会
や
仕
事
の
件
な
ど
親
切
丁
寧
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
、と
て
も
働
き
や
す
い
と

こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　七
十
歳
を
過
ぎ
、の
ん
び
り
と
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、友
人
か
ら
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
て
現
在
、施

設
管
理
や
草
刈
り
の
集
積
作
業
を
し
て
い

ま
す
。初
め
て
の
仕
事
で
体
力
が
続
く
か

不
安
で
し
た
が
、先
輩
方
々
の
親
切
な
指

導
や
思
い
や
り
で
、仕
事
の
楽
し
さ
や
色
々

な
話
題・情
報
等
知
る
こ
と
が
で
き
、五
歳

く
ら
い
若
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　私
は
現
在
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
仕
事
と
は
別
に
、『
金
子
み
す
ゞ
記
念

館
』で
週
三
日
程
度
働
い
て
い
ま
す
。少
し

で
も
多
く
の
方
に
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　他
に
も
私
が
お
役
に
立
て
る
事
が
あ
る

か
な
ぁ
と
思
い
昨
年
秋
に
入
会
し
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
や
って
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　仕
事
、テ
ニ
ス
、水
泳
、習
字
等
、や
り
た

い
こ
と
が
少
し
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
健
康
に
も
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま

す
。　皆

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　入
会
し
て
初
仕
事
の
草
取
り
作
業
に
行

き
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
慣
れ
た
動
作
で
テ

キ
パ
キ
と
作
業
さ
れ
る
様
子
を
見
な
が
ら
、

私
の
母
に
近
い
年
齢
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
知
り
び
っ
く
り
。き
っ
と
外
の
空
気

に
触
れ
、時
に
は
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

楽
し
く
お
仕
事
を
す
る
こ
と
が
元
気
の
源

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　一つ
気
に
な
る
の
が
ト
イ
レ
の
こ
と
で
す
。

私
は
よ
く
水
分
を
摂
る
方
な
の
で
草
取
り

な
ど
屋
外
作
業
の
日
に
は
気
を
付
け
て
お

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

長
門
地
区

　
　
　岡
崎
　美
枝
子

「
会
員
一
年
目
」

長
門
地
区
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川
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苗

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　入
会
し
て
」

長
門
地
区

　
　
　藤
田
　芳
子

「
健
幸
で
い
た
い
」

日
置
地
区

　
　
　福
永
　慈
水

「
体
を
動
か
す
喜
び
」

長
門
地
区

　
　
　塩
川
　正
博

「
長
門
市
に
移
住
し
た

　
　
　
　
　理
由
に
つ
い
て
」

日
置
地
区

　
　
　村
田
　典
子

「
初
仕
事
」

長
門
地
区

　
　
　濱
野
　
　到

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　毎年７月はシルバー人材センターの全国安全・適正就業強化月間です。「安全が全てに
優先する」を合言葉として、事故防止及び適正就業の徹底をさらに心がけ、就業途上中の
交通事故や熱中症なども含め、事故の撲滅に取り組みましょう。

全国統一スローガン

　「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」
全国統一スローガン

　「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」

全国安全・適正就業強化月間　（７月１日～７月３１日）全国安全・適正就業強化月間　（７月１日～７月３１日）
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発注者アンケート集計結果報告発注者アンケート集計結果報告
令和5年3月実施

問１　　回答者について
①お住まいの地域 ②性別

性別 人数 ％

男性

女性

企業

未回答

合計

③年齢

問２　　シルバー人材センターについて
①今回ご利用された仕事の内容は? ②シルバー人材センターを何でお知りになりましたか?
（一番最近ご利用いただいたものをひとつお選びください） 複数回答あり。

③シルバー人材センターを利用されたきっかけは?

個人家庭・事業所198件に調査、回収数　114件（回収率57.6％）

複数回答あり。

長門地区 三隅地区 日置地区 油谷地区 市外･県外 未回答

0 2
7

13

37
32

20

0 2 1
0
5

10
15
20
25
30
35
40

20～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～70歳 71～80歳 81歳以上 20歳以下 企業等 未回答

29

40

5 6

33

1
0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

25
22

5
0

45

12

3
9 11 9

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50

36

28

37

31

2

24

7
2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

④ご利用されたときの仕事の出来栄えは
　いかがでしたか？

⑤センターの利用料金について

⑥今後も仕事を頼んでみようと思うか？ ⑦空き家見回りをご存じですか？

87

17
5 1 1 3

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

6

66

39

3
0

10

20

30

40

50

60

70

高い 普通 安い 未回答

106

6 1 1
0

20

40

60

80

100

120

思う 思わない わからない 未回答

8

27

78

1
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

既に利用 知っている 知らない 未回答

発注者アンケート集計結果報告 　五
月
来
る
、緑
滴
る
野
に
山
に
心
は

弾
む
が
身
体
は
動
か
ず
老
い
を
実
感
す

る
。　そ

ん
な
折
、『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
報
原
稿
募
集
』の
字
に
目
が
留

ま
る
。脳
ト
レ
と
思
い
用
紙
に
向
か
い
、

何
か
書
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
と

記
憶
を
手
繰
っ
て
み
る
と
、あ
る
あ
る
、

寒
い
最
中
苦
境
に
落
ち
た
出
来
事
が
。

　些
細
な
こ
と
で
で
き
た
左
手
親
指
の

傷
が
悪
化
し
、手
術
を
す
る
羽
目
と

な
っ
た
。身
震
い
し
な
が
ら
麻
酔
の
針
が

刺
さ
る
痛
さ
、膿
を
取
る
刃
の
感
覚
や
、

自
由
の
き
か
ぬ
不
自
由
に
涙
し
た
。術

後
は
バ
ス
通
院
の
こ
と
を
知
っ
て
か
、老

先
生
や
看
護
師
の
方
々
か
ら
の
温
か
い

心
配
り
が
有
難
く
、自
由
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
親
指
を
時
々
そ
っ
と
握
っ
て

み
る
。『
老
い
て
は
油
断
大
敵
』を
肌
で

感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　今
日
は
温
泉
の
日…

。「
行
き
ま
す

よ
」と
い
う
友
人
の
温
か
い
声
と
、周
り

に
広
が
る
緑
の
中
、家
か
ら
三
隅
迄
、人

の
情
け
と
湯
に
浸
か
る
。帰
り
は
通
い
な

れ
た
道
沿
い
の
小
さ
な
市
場
で
楽
し
み
、

赤
い
リ
ン
ゴ
、黄
色
の
み
か
ん
、ジ
ャ
ム
に

し
ま
す
か
と
レ
モ
ン
も
買
い
足
す
。

　里
は
水
田
と
な
り
、様
々
な
風
景
を

織
り
成
す
豊
か
な
自
然
に
乾
杯
。

　世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

油
断
大
敵

　
　
　長
門
地
区
　佐
貫
　勝
代

ひ
と
と
き

ひ
と
と
き

ひ
と
と
き

～私たちと一緒に働いてみませんか？～

60歳以上の
働く仲間大募集！

　シルバー人材センターは、家庭・企業・公共団
体等から様々なご依頼をうけ、会員のライフスタ
イルに合わせたお仕事を会員に提供しています。
　長門市にお住まいの、健康で働く意欲のある６
０歳以上で、センターの趣旨にご賛同いただける
方であればどなたでも会員になれます。
　会員になって働いてみたいけど、「自分にでき
る仕事があるかなぁ？」などいろいろな疑問やご
不安があることと思います。入会説明会にご参
加いただいたからといって必ず会員にならなくて
はいけない訳ではありません。まずは一度説明会
にお越しただき、お話だけでも聞いてみません
か？

＊長門会場　シルバー人材センター事務局
　　　　　　（東深川正明市４区）
　　　　　　午前10時～
＊油谷会場　シルバー人材センター油谷事務所
　　　　　　（油谷新別名）
　　　　　　午後１時半～

・おおむね６０歳以上の健康で働く意欲のある方を
 お待ちしています！ 
・所要時間は、約１時間３０分。 
・現在、雇用保険（失業保険）を受給中の方が、セン
 ターの仕事をすると保険が停止します。不都合な
 方は終了後の入会をお願いします。
・都合により変更する場合がありますので、電話で
 ご確認のうえ、お越しください。

開 催 予 定 日

公益社団法人 長門市シルバー人材センター
令和5年度 入会説明会日程

 7月１３日（木）

 8月１０日（木）

 ９月１４日（木）

10月１２日（木）

11月 9日（木）

12月１４日（木）

 1月１１日（木）

 ２月 8日（木）

 ３月１４日（木）

 ７月２7日（木）

 ８月２４日（木）

 ９月２８日（木）

10月２６日（木）

11月２２日（水）

12月２８日（木）

 1月２５日（木）

 ２月２２日（木）

 ３月２８日（木）

シ
ル
バ
ー
文
芸

シ
ル
バ
ー
文
芸

シ
ル
バ
ー
文
芸

俳
句

川
柳

短
歌

俳
句

川
柳

短
歌

・
参
道
の

　若
葉
晴
れ
や
か

　稚
児
の
列

・
我
が
庭
に

　ホ
タ
ル
一
匹

　帰
り
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
門
地
区

　大
田

　浩
己

・「
も
う
い
い
か
い
」
覗
く
月
あ
り

　仰
ぐ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
門
地
区

　佐
貫

　勝
代

・
コ
ー
ヒ
ー
を

　朝
日
の
庭
へ

　持
ち
込
ん
で

　
　
　
　
　
　
　生
き
る
苦
楽
の

　在
庫
見
つ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
門
地
区

　佐
貫

　勝
代

・
カ
プ
セ
ル
で

　済
ん
だ
夕
食

　夢
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
門
地
区

　佐
貫

　勝
代

・
恋
し
て
る

　言
っ
た
ら
ぼ
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発注者アンケート集計結果報告発注者アンケート集計結果報告
令和5年3月実施

問１　　回答者について
①お住まいの地域 ②性別

性別 人数 ％

男性

女性

企業

未回答

合計

③年齢

問２　　シルバー人材センターについて
①今回ご利用された仕事の内容は? ②シルバー人材センターを何でお知りになりましたか?
（一番最近ご利用いただいたものをひとつお選びください） 複数回答あり。

③シルバー人材センターを利用されたきっかけは?

個人家庭・事業所198件に調査、回収数　114件（回収率57.6％）

複数回答あり。

長門地区 三隅地区 日置地区 油谷地区 市外･県外 未回答

0 2
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13

37
32

20

0 2 1
0
5

10
15
20
25
30
35
40

20～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～70歳 71～80歳 81歳以上 20歳以下 企業等 未回答

29

40

5 6

33

1
0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

25
22

5
0

45

12

3
9 11 9

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50

36

28

37

31

2

24

7
2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

④ご利用されたときの仕事の出来栄えは
　いかがでしたか？

⑤センターの利用料金について

⑥今後も仕事を頼んでみようと思うか？ ⑦空き家見回りをご存じですか？

87

17
5 1 1 3

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

6

66

39

3
0

10

20

30

40

50

60

70

高い 普通 安い 未回答

106

6 1 1
0

20

40

60

80

100

120

思う 思わない わからない 未回答

8

27

78

1
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

既に利用 知っている 知らない 未回答

発注者アンケート集計結果報告 　五
月
来
る
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滴
る
野
に
山
に
心
は

弾
む
が
身
体
は
動
か
ず
老
い
を
実
感
す

る
。　そ

ん
な
折
、『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
報
原
稿
募
集
』の
字
に
目
が
留

ま
る
。脳
ト
レ
と
思
い
用
紙
に
向
か
い
、

何
か
書
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
と

記
憶
を
手
繰
っ
て
み
る
と
、あ
る
あ
る
、

寒
い
最
中
苦
境
に
落
ち
た
出
来
事
が
。

　些
細
な
こ
と
で
で
き
た
左
手
親
指
の

傷
が
悪
化
し
、手
術
を
す
る
羽
目
と

な
っ
た
。身
震
い
し
な
が
ら
麻
酔
の
針
が

刺
さ
る
痛
さ
、膿
を
取
る
刃
の
感
覚
や
、

自
由
の
き
か
ぬ
不
自
由
に
涙
し
た
。術

後
は
バ
ス
通
院
の
こ
と
を
知
っ
て
か
、老

先
生
や
看
護
師
の
方
々
か
ら
の
温
か
い

心
配
り
が
有
難
く
、自
由
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
親
指
を
時
々
そ
っ
と
握
っ
て

み
る
。『
老
い
て
は
油
断
大
敵
』を
肌
で

感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　今
日
は
温
泉
の
日…

。「
行
き
ま
す

よ
」と
い
う
友
人
の
温
か
い
声
と
、周
り

に
広
が
る
緑
の
中
、家
か
ら
三
隅
迄
、人

の
情
け
と
湯
に
浸
か
る
。帰
り
は
通
い
な

れ
た
道
沿
い
の
小
さ
な
市
場
で
楽
し
み
、

赤
い
リ
ン
ゴ
、黄
色
の
み
か
ん
、ジ
ャ
ム
に

し
ま
す
か
と
レ
モ
ン
も
買
い
足
す
。

　里
は
水
田
と
な
り
、様
々
な
風
景
を

織
り
成
す
豊
か
な
自
然
に
乾
杯
。

　世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

油
断
大
敵

　
　
　長
門
地
区
　佐
貫
　勝
代

ひ
と
と
き

ひ
と
と
き

ひ
と
と
き

～私たちと一緒に働いてみませんか？～

60歳以上の
働く仲間大募集！

　シルバー人材センターは、家庭・企業・公共団
体等から様々なご依頼をうけ、会員のライフスタ
イルに合わせたお仕事を会員に提供しています。
　長門市にお住まいの、健康で働く意欲のある６
０歳以上で、センターの趣旨にご賛同いただける
方であればどなたでも会員になれます。
　会員になって働いてみたいけど、「自分にでき
る仕事があるかなぁ？」などいろいろな疑問やご
不安があることと思います。入会説明会にご参
加いただいたからといって必ず会員にならなくて
はいけない訳ではありません。まずは一度説明会
にお越しただき、お話だけでも聞いてみません
か？

＊長門会場　シルバー人材センター事務局
　　　　　　（東深川正明市４区）
　　　　　　午前10時～
＊油谷会場　シルバー人材センター油谷事務所
　　　　　　（油谷新別名）
　　　　　　午後１時半～

・おおむね６０歳以上の健康で働く意欲のある方を
 お待ちしています！ 
・所要時間は、約１時間３０分。 
・現在、雇用保険（失業保険）を受給中の方が、セン
 ターの仕事をすると保険が停止します。不都合な
 方は終了後の入会をお願いします。
・都合により変更する場合がありますので、電話で
 ご確認のうえ、お越しください。

開 催 予 定 日

公益社団法人 長門市シルバー人材センター
令和5年度 入会説明会日程

 7月１３日（木）

 8月１０日（木）
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　７月１日(土曜日)、全国でも珍しい江戸時代中期から行われている虫送り神事「サバー送り」が東深
川の飯山八幡宮で行われました。
　サバー送りは、「サバーサマ」、「サネモリサマ」と呼ばれる2体のわら人形を飯山八幡宮から下関市ま
で送り継ぎます。「サバーサマ」は、稲の害虫ウンカが神格化したもので、「サネモリサマ」は源平合戦で
討ち死にした斎藤実盛を指すといわれています。住民がリレー方式で地域外に送り出していくことで、
稲の害虫を追い払うもので、県の無形民俗文化財に登録されています。

虫送りの伝統神事「サバー送り」

このステッカーが
目印です。

チエブクロー

〒759－4101　長門市東深川924－4
TEL 0837－22－5639　FAX 0837－22－6547　HP https://webc.sjc.ne.jp/nagato/

公　　益
社団法人長門市シルバー人材センター

　この半年間を振り返ってみれば、世の中を明るくさせる話
題が少なく、将来の希望の灯が、ややもすれば薄らぐ感じを持
たれる方もおられるかもしれません。それはシルバー人材セン
ターにおいても関係のないこととは思われません。
　そこで私の考えではありますが、会員の皆様一人一人がセ
ンターの活動に積極的に参加し、まず自分がそれを楽しむ。
それが他の会員さんにも良い影響を及ぼし、結果として、さら
にそれを目にした方々が新たにセンターの会員になっていただ
けるのではと思います。
　まだまだ厳しい暑さは続きますが、今後のシルバー事業の
活性化を目指し、これからも健康には十分留意しながら『安全
第一』で頑張りましょう。

委 員 長　宗重　宏和
副委員長　濱谷　信明
委　　員　木下　和江
　　〃　　　熊野　和正

委　　員　小林　宏徳
　　〃　　　中谷美智子
　　〃　　　山根　充則

シルバーフレンドリー
ショップ とは
　ご協力いただいている事業所や店舗等を当センターおよび県
内センターの会員が利用する際に、シルバー人材センターの会員
証を提示することにより、店ごとの様々な特典を受
けられるという制度です。
　現在（令和５年６月末）、１６店舗からご登録をい
ただいており、協力店には目印のステッカーが貼っ
てあります。皆様ぜひご利用ください。
　なお、フレンドリーショップは当センターホーム
ページにも掲載されていますので、ぜひそちらで
もご確認ください。

★シルバーフレンドリーショップご協力店一覧★
（令和５年６月末現在、登録順）

●海鮮村　北長門　☎0837-43-2600
　長門市三隅下638-1
　【会員特典】店内商品　５％引き

●リストランテ　アンジェラ　☎0837-26-2332
　長門市仙崎10818-1　ルネッサながと内
　【会員特典】お食事代　５％引き　（テイクアウトは除きます）

●味勝手 ありさわ　☎0837-32-2707
　長門市油谷新別名959-1
　【会員特典】お食事料金100円引き

●ケーキ工房 ハナロマン　☎0837-32-2009
　長門市油谷伊上４４１８-1
　【会員特典】1,000円以上お買い上げで、５％引き

●トリーネふかわ　☎0837-22-2123
　長門市東深川７０７-1
　【会員特典】ポイントカードのポイント2倍！（他の特典との併用は不可）

●餅工房 はんなりの里　☎0837-37-2310
   長門市日置109番地
　【会員特典】1,000円お買い上げ毎に、100円引き
　　　　　　3,000円以上は一律300円のお買物券を進呈

●湯本観光ホテル 西京　☎0837-25-3111
　長門市深川湯本１０５１番地
　【会員特典】入浴料金　
　　　　　　通常1,200円を800円に！（貸しタオル付）
　　　　　　（ただし、GW、お盆、年末年始は除きます）

●油谷湾温泉 ホテル楊貴館　☎0837-32-1234
   長門市油谷伊上１０１３０番地
　【会員特典】入浴料金
　　　　　　通常1,050円を700円に！（平日限定）

●俵山温泉 白猿の湯　☎0837-29-0036
   長門市俵山５１７２番地
　【会員特典】入浴料金
　　　　　　通常８50円を7５0円に！（通年）

●ドッグサロン PEARL（パール）　☎090-5696-2478
   長門市西深川1119-1
　【会員特典】・トリミング後のワンポイントアクセサリーをサービス
　　　　　　・フード、ドッグ用品を１０％引き

●和食処 㐂楽　☎0837-26-1235
   長門市仙崎4137-3
　【会員特典】ソフトドリンク１杯サービス（会員証提示 ご本人様のみ）

●居酒屋 亀 亀　☎0837-22-2208
   長門市東深川943-6
　【会員特典】・食後のコーヒーをサービス
　　　　　　・ポイント２倍（昼定食時のみ）

●お食事処 よし松　☎0837-22-0019
　長門市東深川991-11
　【会員特典】・お食事2,000円以上で、ソフトドリンク1杯サービス 

●養老乃瀧 長門店　☎0837-22-6263
　長門市東深川893-7（駅前区）　
　【会員特典】・お食事2,000円以上で、飲み物1杯サービス
　　　　　　(生ビール、ハイボール、焼酎、ソフトドリンク)　 

●女性専用 整体サロンさかた　☎090-7595-5046
　長門市東深川142-4（田屋区）
　【会員特典】・全施術　５％割引
　 
●お好み焼き 鉄板焼き さつき　☎0837-22-1416
　長門市東深川９９６－１６
　【会員特典】・１グループの飲食代から10％引き

はくえん　　ゆ

きらく

編集後記

（※後日別途配布）

会報編集（総務委員会）
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